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C O N T E N T S

中小トラック運送事業者20社からな

る組合の主な事業は、ネットワークシ

ステムの維持管理、代払い精算事業。

伊藤さんは以前組合員企業で4tトラ

ックの運転手をしていましたが出産を

機に退職。その後当時の社長でもある

前理事長の誘いで組合に入り約3年がた

ちました。

「大変だけど楽しいぞ、と言われ、始

めは半信半疑だったんです。けれど今

ではその意味がすごくわかりますね」。

人足が絶えない事務所で心がけるの

は会話。「組合員や業者の人たちとの会

話はすごく大切。分かりあえなければ仕

事もうまくいかないし。会議などでも一

人ひとり顔をみていつもと違う様子はな

いか確かめたり、気になったら声をかけ

たりするようにして少しでも縁の下の力

持ち的存在の、実務者と近いいちでいれ

たらと思うんです」と話す。

「子供といる時間は私の癒し」と家に

戻れば2人姉妹のよき母。「休みの日は

極力一緒に出かけるようにしているん

です」と、やさしいお母さんのえがお

になりました。

伊藤正奈さん

浜松ネットワーク協同組合
（浜松市東区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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中小企業における
コンプライアンスの確立と支援
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中小企業における
コンプライアンスの確立と支援
“コンプライアンス”とは、コーポレートガバナンス（企業統治）の基本原理の一つで、法律や規則に従って企業活動

を行う「法令遵守」を意味する（さらに、法令とは別に社会的規範や企業倫理（モラル）を守ることもコンプライアンス

に含まれる場合もある）。

近年、次々に発覚するマンションの耐震強度や食品表示の偽装、自動車メーカーのリコール隠し、さらには食べ残し料

理の使い回し、事故米の不正転売などは、長きにわたってコンプライアンスが欠如した経営を続けたことに起因すること

が多い。

特集では、本会が昨年度の構造改革支援ビジョン策定事業を通じ取り組んだ、中小企業のコンプライアンスの確立と支

援策について、報告書を基にその概要を紹介する。

本
会
で
は
、
会
員
組
合
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

対
す
る
認
識
の
度
合
い
や
組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
へ
の
支
援
の
有
無
、
支
援
内
容
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

対
象
は
、
会
員
組
合
か
ら
抽
出
し
た
二
七
一
組

合
で
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
、

郵
送
に
よ
り
調
査
。
一
二
三
組
合（
有
効
回
答
率
四

五.

四
％
）か
ら
回
答
を
得
た
。

回
答
組
合
の
組
合
員
企
業
数
の
内
訳
は
、「
一
五

社
以
下
」が
四
五
組
合（
三
六.

六
％
）、「
一
六
社
〜

三
〇
社
」が
二
七
組
合（
二
一.

九
％
）と
、
三
〇
社

以
下
の
組
合
が
約
六
割
を
占
め
た
。
一
方
、「
六
〇

社
以
上
」の
組
合
も
二
九
組
合（
二
三.

六
％
）あ
り
、

組
合
に
よ
っ
て
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。

業
種
で
は
、「
一
般
機
械
・
輸
送
機
械
他
」（
二
八
組

合
・
二
二.

八
％
）や「
食
料
品
」（
二
一
組
合
・
一
七.

一
％
）な
ど
の
製
造
業
関
係
が
七
一
組
合（
五
七.

七
％
）。
一
方
、「
建
設
業
」（
二
三
組
合
・
一
八.

七
％
）、

「
サ
ー
ビ
ス
業
」（
一
七
組
合
・
一
三.

八
％
）な
ど
の
非

製
造
業
関
係
は
、五
一
組
合（
四
一.

五
％
）と
な
っ
た
。

組
合
の
専
従
職
員
数
は
、「
二
人
」が
三
一
組
合

（
二
五.

二
％
）で
最
も
多
い
。「
〇
人
」も
一
四
組
合

（
一
一.

四
％
）と
一
割
を
超
え
る
な
ど
、
職
員
三
人

以
下
が
六
九.

一
％（
八
五
組
合
）を
占
め
た
。

組
合
員
企
業
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
取
り
組
む

目
的
と
し
て
、
特
に
重
視
す
べ
き
こ
と
は
、「
社
会
的

な
非
難
を
受
け
た
り
業
務
停
止
に
な
る
よ
う
な
、

法
令
違
反
を
し
な
い
」（
六
四.

二
％
）、「
社
会
的
な

非
難
を
受
け
た
り
業
務
停
止
に
な
る
よ
う
な
、
倫

理
的
に
不
適
切
な
行
動
を
し
な
い
」（
五
二.

八
％
）

な
ど
を
多
く
の
組
合
で
挙
げ
て
お
り
、コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
基
本
に
忠
実
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
組
合
が
多
い
。

さ
ら
に
、「
法
令
遵
守
・
企
業
倫
理
に
加
え
て
、
環

境
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
社
会
的
使
命
を

達
成
す
る
」（
四
二.

三
％
）や「
法
令
遵
守
・
企
業
倫

理
に
加
え
て
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
社
会
的
使
命
を
達
成
す
る
」（
三
八.

二
％
）な
ど

広
義
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
を
求
め
る
組
合
も

多
い（
図
表
①
）。

特集

法
令
違
反
を
し
な
い 

倫
理
的
に
不
適
切
な
行
動
を 

　
し
な
い 

企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ 

　
る 

法
令
遵
守
を
基
盤
と
し
た 

　
組
織
風
土 

高
い
倫
理
意
識
を
基
盤
と
し 

　
た
組
織
風
土 

全
社
的
に
消
費
者
重
視
の 

　
意
識
を
徹
底 

消
費
者
の
信
頼
向
上
、
経
営 

　
の
安
定 

取
引
先
な
ど
の
信
頼
向
上
、 

　
経
営
の
安
定 

従
業
員
の
帰
属
意
識
向
上
、 

　
経
営
の
安
定 

社
会
貢
献
活
動
で
社
会
的 

　
使
命
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達
成 

環
境
保
全
で
社
会
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使
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を 

　
達
成 

そ
の
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組合全体 うち食料品組合 参考・食品企業 
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図表①　コンプライアンスに取り組む目的として、特に
重視すべきこと（複数回答）

回
答
組
合
の
属
性

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
基
本
的
な
認
識

組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経

営
に
対
す
る
支
援
の
実
態
調
査
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回
答
組
合
の
う
ち
食
料
品
関
連
の
組
合
で
は
、

「
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
、
経
営
の
安

定
・
発
展
を
は
か
る
」（
四
七.

六
％
）や「
全
社
的
に

消
費
者
重
視
の
意
識
を
徹
底
さ
せ
る
」（
三
三.

三
％
）

の
割
合
が
平
均
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
他
業
種
に
比

べ
て
、
特
に
消
費
者
を
強
く
意
識
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

会
社
が
法
令
違
反
や
不
祥
事
を
起
こ
す
主
な
原

因
に
つ
い
て
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
、

経
営
者
・
経
営
幹
部
の
意
識
や
倫
理
観
が
欠
如
し

て
い
る
た
め
」と
考
え
る
組
合
が
圧
倒
的
に
多
く

（
七
一.

五
％
）、
経
営
ト
ッ
プ
の
姿
勢
に
大
き
く
影
響

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
次
い
で
回
答
割
合
が
多
か
っ

た
原
因
に
「
経
営
環
境
が
非
常
に
厳
し
い
た
め

（
売
上
不
振
、
赤
字
体
質
な
ど
）」（
三
二.

五
％
）
や

「
取
引
先
か
ら
の
厳
し
い
取
引
条
件
に
対
応
す
る

た
め
（
コ
ス
ト
削
減
、
納
期
な
ど
）」（
二
八.

五
％
）

な
ど
が
あ
り
、
企
業
の
厳
し
い
経
営
状
況
が
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
組
合
も
三
割
程
度
み
ら
れ
た
（
図

表
②
）。

組
合
員
企
業
が
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活
動
は
、「
従
業
員
に

対
す
る
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
情
報
の
提

供
」（
二
二.

〇
％
）を
約
二
割
の
組
合
が
挙
げ
た
の

に
止
ま
り
、
他
の
多
く
の
項
目
の
回
答
割
合
は
一

割
に
満
た
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

一
方
、「
と
く
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活

動
は
し
て
い
な
い
と
思
う
」と
す
る
組
合
も
半
数
に

の
ぼ
り（
五
〇.

四
％
）、
多
く
の
組
合
で
は
、
組
合

員
企
業
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
組
合
員
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活
動
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

基
本
方
針
の
作
成
」（
三
九.

八
％
）や「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
基
本
方
針
の
従
業
員
へ
の
配
布
お
よ
び
周
知

徹
底
」（
三
七.

四
％
）の
割
合
が
高
く
、
ま
ず
は
基
本

的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
と
従
業
員
へ
の
徹
底
が
重
要
と

考
え
て
い
る
組
合
が
多
い
。

食
料
品
関
連
組
合
で
は「
基
本
方
針
の
従
業
員
へ

の
配
布
・
徹
底
」（
五
二.

四
％
）が
組
合
全
体
の
回
答

率
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る（
図
表
③
）。

今
後
、
組
合
員
企
業
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
は
、「
法
令
遵
守
を
徹
底
し
、
問
題
が
発

生
し
な
い
経
営
を
志
向
す
べ
き
」（
二
五.

〇
％
）と
す

る
組
合
が
最
も
多
く
、「
法
令
遵
守
・
企
業
倫
理
だ

け
で
な
く
、
社
会
貢
献
や
環
境
保
全
な
ど
も
行
う

べ
き
」（
二
三.

三
％
）が
続
く
。

た
だ
し
、
食
料
品
関
連
組
合
で
は
、「
法
令
遵
守

を
徹
底
す
べ
き
」と
す
る
回
答
は
五.

〇
％
と
低
く
、

「
法
令
遵
守
だ
け
で
な
く
、
企
業
倫
理
の
レ
ベ
ル
も

高
め
る
べ
き
」（
四
五.

〇
％
）と
す
る
組
合
が
最
も
多

い
。
食
料
品
関
連
組
合
で
は
、
法
令
遵
守
は
当
然
で

あ
り
、
食
品
関
連
企
業
に
は
、
よ
り
消
費
者
の
視
点

に
立
っ
た
企
業
倫
理
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る

組合活性化情報

組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る

具
体
的
な
取
組
み
状
況
と
今
後
の
方
針
や
課
題
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経
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欠
如 

従
業
員
の
理
解
が
不
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組
織
風
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不
十
分 

内
部
統
制
の
仕
組
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が 

　
不
十
分 

経
営
環
境
が
非
常
に
厳
し
い 

　
た
め 

厳
し
い
取
引
条
件
に
対
応 

　
す
る
た
め 

そ
の
他 

経
営
者
か
ら
社
内
へ
の
指
示 

　
が
不
十
分 

(%)

図表②　一般的に、会社が法令違反や不祥事を起こす
主な原因（3つまで）
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相
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整
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方
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図表③　今後、組合員企業が取り組むべきコンプライアンス
に関する活動（3つまで）
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組
合
が
、
組
合
員
企
業
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
実
績
は
、「
相
談
を
受
け

た
こ
と
は
な
い
」（
八
一.
三
％
）が
八
割
以
上
を
占
め

た
。「
し
ば
し
ば
相
談
を
受
け
る（
四
半
期
に
一
件
程

度
）」（
四.

一
％
）、「
た
ま
に
相
談
を
受
け
る（
半
年

〜
一
年
に
一
件
程
度
）」（
八.
一
％
）、「
過
去
に
相
談

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」（
六.

五
％
）と
、
一
度
で
も

相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
組
合
は
二
割
弱
に
止

ま
っ
た（
相
談
事
例
図
表
⑥
）。

業
種
別
に
み
る
と
、
食
料
品
関
連
組
合
で
は「
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
」が
九
〇.

五
％
と
、ほ
と

と
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（
図
表
④
）。
ち
な

み
に
サ
ー
ビ
ス
業
関
連
の
組
合
で
は
、「
社
会
貢
献

や
環
境
保
全
な
ど
も
行
う
べ
き
」（
四
七.

一
％
）と
の

回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。

組
合
員
企
業
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
際
の
課
題
に
つ
い
て
は
、「
経
営
者
の
意

識
改
革
」（
七
一.

五
％
）が「
従
業
員
の
意
識
改
革
」

（
三
五.
八
％
）な
ど
他
項
目
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
れ
は
、
食
料
品
関
連
組
合
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾

向
で
あ
る
。
ま
た
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
不
足
」（
三
四.

一
％
）や「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
経
営
の
具
体
的
な
取
り
組
み
ノ
ウ
ハ
ウ
の

不
足
」（
三
五.

八
％
）も
三
分
の
一
強
の
組
合
で
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
る（
図
表
⑤
）。

ん
ど
の
組
合
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
相
談

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
比
較
的
、
相
談
実
績
が
あ
る
の
は
建
設

業
。
耐
震
偽
装
問
題
な
ど
か
ら
か
、「
一
度
で
も
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」組
合
は
三
分
の
一
以
上

（
三
四.

七
％
）あ
っ
た
。

組
合
が
、
組
合
員
企
業
に
対
し
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
必
要
性
を
周
知
徹
底
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

七
三.

二
％
が「
と
く
に
活
動
は
し
て
い
な
い
」と
回

答
。
実
施
し
て
い
る
活
動
内
容
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
関
す
る
各
種
情
報
の
提
供
」（
一
五.

四
％
）や

「
外
部
講
師
を
招
い
た
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
」（
八.

九
％
）だ
が
、
実
施
組
合
は
全
体
の
一
割
程

度
と
、
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。

0

10

20

30

40

50

6.7
12.5

25.0

17.5
23.3

0.0

13.3

1.7

新
た
な
取
り
組
み
は
し
な
く 

　
て
よ
い 

ま
ず
は
情
報
収
集
を
す
べ
き 

法
令
遵
守
を
徹
底
す
べ
き 

企
業
倫
理
の
レ
ベ
ル
も 

　
高
め
る
べ
き 

社
会
貢
献
や
環
境
保
全
な
ど 

　
も
行
う
べ
き 

今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て 

　
い
く
べ
き 

取
組
む
必
要
は
あ
る
が
、 

　
難
し
い
状
況 

そ
の
他 

組合全体 うち食料品組合 参考・食品企業 

(%)

図表④　今後の組合員企業のコンプライアンス経営への
取り組み姿勢

原材料名の表示方法、表示内容。「有機」の定義と説明内容 

苦情に関する件 

環境保全上のトラブル 

親企業（大企業）よりの一方的圧力 

地域住民からの苦情に対する対応 

法律が改正された時期に、改正内容等について 

建設業における入札制度の問題（談合にかかわる件） 

産業廃棄物処理法関連 

解体車からの部品取りについて 

組合活動と独占禁止法について 

組合員企業からの相談内容 
組合員企業の 

業種分類 

組合員 

企業数 

食料品 

一般機械 

輸送用機械 

輸送用機械 

化学 

建設業 

建設業 

サービス業 

その他 

その他 

42 

13 

13 

14 

11 

29 

54 

92 

8 

15

図表⑥　組合が組合員企業から受けたコンプライアンスに
関する相談事例

組
合
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営

推
進
支
援
の
取
組
み

組合全体 うち食料品組合 参考・食品企業 

0

10

20

30

40

50

60

70

80 71.5

35.8 34.1 35.8

17.1

26.8

15.4

1.6

経
営
者
の
意
識
改
革 

従
業
員
の
意
識
改
革 

基
本
的
な
知
識
不
足 

具
体
的
な
取
り
組
み 

　
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足 

人
手
不
足
（
業
務
繁
忙
） 

人
材
不
足
（
能
力
を
持
っ
た 

　
人
い
な
い
） 

資
金
不
足 

そ
の
他 

(%)

図表⑤　コンプライアンス経営に取り組んでいく際の課題
（3つまで）
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業
種
別
で
は
、
建
設
業
関
連
組
合
で
比
較
的
実

施
し
て
い
る
組
合
が
多
く
、「
各
種
情
報
の
提
供
」

（
三
四.

八
％
）、「
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」（
二

一.

七
％
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

組
合
が
、
組
合
員
企
業
に
対
し
実
施
し
て
い
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
を
促
進
支
援
す
る
活
動
に

つ
い
て
は
、
八
割
近
く
の
組
合
が「
と
く
に
支
援
は

し
て
い
な
い
」（
七
九.

七
％
）と
回
答
。

実
施
内
容
も
、
二
割
弱
の
食
料
品
関
連
組
合
で
、

「
消
費
者
な
ど
に
対
す
る
、
組
合
・
業
界
と
し
て
の

取
組
み
や
対
応
状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
」（
一
九.

〇
％
）を
行
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
実
施
さ

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。

今
後
、
組
合（
事
務
局
）と
し
て
の
、
組
合
員
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
推
進
に
対
す
る
支
援
の
方

針
に
つ
い
て
は
、「
組
合
員
企
業
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
な

い
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
」（
三
六.

四
％
）と
す
る
組
合
が
最
も
多
い
。

な
お
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
推
進
支
援
に
対

す
る
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
、
組
合
が
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
を
み
る
と
、「
組
合
員
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
」と
認
識
し
て
い
る
組
合
は
一
六.

九
％
。
逆
に

「
組
合
員
企
業
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
な
い
」と
の
認
識
を

も
つ
組
合
は
八
一.

三
％
に
上
っ
た
。

ま
た
、
組
合
の
組
合
員
企
業
に
対
す
る
支
援
姿

勢
は
、「
積
極
的
に
支
援
す
る
」と
す
る
組
合
は
一

八.

七
％
、「
で
き
る
だ
け
支
援
す
る
、
要
望
が
あ
れ

ば
支
援
す
る
」と
す
る
組
合
は
あ
わ
せ
て
三
九.

八
％
）で
、こ
れ
ら
支
援
に
前
向
き
な
組
合
は
、
全

体
の
六
割
弱（
五
八.

五
％
）と
な
っ
た（
図
表
⑦
）。

業
種
別
で
み
て
み
る
と
、
食
料
品
関
連
組
合
で

は
支
援
に
前
向
き
な
組
合
が
二
一
組
合
中
一
五
組

合（
七
一.

四
％
）を
占
め
、
他
の
業
種
よ
り
も
積
極

的
に
支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
組
合
が
多
い
。

一
方
、
建
設
業
で
は
、
支
援
に
消
極
的
な
組
合
は

二
三
組
合
中
一
二
組
合（
五
二.

二
％
）で
、
他
業
種

に
比
べ
て
若
干
、
支
援
に
慎
重
な
傾
向
に
あ
る
。

組
合
が
、
組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経

営
促
進
支
援
を
行
お
う
と
し
た
場
合
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
五
一.
二
％
の
組
合
が「
組
合（
事
務
局
）と

し
て
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
支
援
に
関
す
る
十
分
な

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」こ
と
を
挙
げ
た
。

さ
ら
に「
組
合（
事
務
局
）と
し
て
、コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
関
す
る
十
分
な
知
識
が
な
い
」（
三
八.

二
％
）も
含
め
、
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
を
課
題
に
挙

げ
る
組
合
が
多
い
。
ま
た
、「
組
合（
事
務
局
）の
人

手
不
足（
業
務
繁
忙
で
対
応
で
き
る
人
が
い
な
い
）」

（
三
〇.

一
％
）も
三
割
程
度
み
ら
れ
た
。

業
種
別
で
は
、
製
造
業
は
、「
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
い
」、
非
製
造
業
で
は
、「
十
分
な
知
識
が
な
い
」

と
す
る
組
合
多
い
。

組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
促
進

支
援
の
た
め
に
中
央
会
や
公
的
機
関
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
各
種
情

報
の
提
供
」（
六
八.

三
％
）や「
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
」（
四
六.

三
％
）、「
先
進
事
例
の
紹
介
」（
三

〇.

九
％
）な
ど
で
要
望
が
高
い
。

一
方
、「
相
談
窓
口
の
設
置
」（
一
三.

八
％
）や「
専

門
家
の
紹
介
や
派
遣
」（
一
三.

八
％
）な
ど
を
望
む

組
合
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、「
資
金
的
な
支
援
」

（
一
四.

六
％
）も
一
割
強
に
止
ま
っ
て
い
る（
図
表

⑧
）。

組合活性化情報

食料品 その他製造業 建設業 その他非製造業 全体 

0
10

20

30

40

50

60

70

80 68.3

46.3

13.8 13.8 14.6

30.9

0.0

各
種
情
報
の
提
供 

勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

相
談
窓
口
の
設
置 

専
門
家
の
紹
介
や
派
遣 

資
金
的
な
支
援 

先
進
事
例
の
紹
介 

そ
の
他 

(%)

図表⑧　コンプライアンス経営推進支援のために中央会・
公的機関に求められること（複数回答）

ニーズ高く、 
積極的支援  

ニーズ高く、 
できるだけ支援  

ニーズ高いが、 
できること限られる  

ニーズ高いが、 
支援する必要はない  

ニーズ高くないが、 
積極的に支援  

ニーズ高くないが、 
要望あれば支援  

ニーズ高くなく、 
できること限られる  

ニーズ高くなく、 
支援する必要なし  

その他 

15.3%

22.0%

0.8%9.3%

58.5%

39.7%

36.4%

7.6%

1.7% 3.4% 3.4%

支援に前向き 

81.3%支援ニーズは高くない 

16.9%
支援ニーズは高い 

　支援に 
消極的 

図表⑦　組合事務局の組合員企業に対するコン
プライアンス経営推進支援の取組方針

今
後
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
促
進
支
援

の
方
針
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経
営
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
は
、
経
営
者
の
意

識
改
革
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
よ
り
も
重

視
し
て
い
る
組
合
が
多
い
。

組
合
が
、
組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
支
援
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
特
に
現
状
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
な
い

組
合
員
企
業
を
支
援
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、
組

合
員
企
業
の
経
営
者
自
身
と
の
情
報
・
意
見
交
換

と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

組
合
員
企
業
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す

る
相
談
を
受
け
た
実
績
の
あ
る
組
合
は
限
ら
れ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
必
要
性
の
周
知
徹
底
や
具

体
的
な
支
援
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
の
組
合
で
行
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
組
合
で
は
、
組
合
員
企
業

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
は

高
く
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
支
援
ニ

ー
ズ
は
高
く
な
く
て
も
組
合
員
企
業
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
支
援
し
た
い
と
す
る
な
ど
、
支
援
に
前

向
き
な
組
合
は
全
体
の
約
六
割
あ
る
。

一
方
で
、
組
合
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
る
と
す
る
組
合
や
、
組
合
が
支
援
す
る
必
要

は
な
い
と
す
る
組
合
な
ど
、
組
合
が
支
援
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
組
合
も
約
四
割
あ
る
。

支
援
の
際
に
は
、
組
合
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
関
す
る
十
分
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と

が
課
題
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
事
務
局

の
人
手
不
足
な
ど
を
懸
念
し
て
い
る
組
合
も
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
多
く
の

組
合
が
法
令
遵
守
と
企
業
倫
理
レ
ベ
ル
の
向
上
が

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
目
的
で
あ
る
と
認
識
。
さ

ら
に
、
社
会
貢
献
活
動
や
環
境
保
全
な
ど
の
社
会

的
な
使
命
を
果
た
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
組
合
も
多
い
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
組
合
で
、
企
業
の
法
令
違

反
や
不
祥
事
の
最
大
の
原
因
と
し
て
、
経
営
者
の

意
識
や
倫
理
観
の
欠
如
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、

経
営
環
境
や
取
引
条
件
が
厳
し
い
こ
と
も
原
因

と
し
て
考
え
て
お
り
、
組
合
と
し
て
も
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
現
実
的
な
難
し
さ
を
認
識
し
て

い
る
。

組
合
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
具

体
的
な
活
動
を
し
て
い
な
い
組
合
員
企
業
が
多
い

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
組
合
員
企
業
は
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
の
作
成
や
そ
れ
を
従

業
員
へ
周
知
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
組
合
で
は
、
組
合
員
企
業
は
、
法
令
遵

守
の
徹
底
に
加
え
て
、
企
業
倫
理
の
向
上
や
社
会

貢
献
や
環
境
保
全
へ
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
特
に
食
料
品
関
連
組
合
で
は
、
企

業
倫
理
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
組
合
が
多
い
。

そ
し
て
、
組
合
員
企
業
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

こ
の
よ
う
に
組
合
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
関
す
る
相
談
実
績
や
支
援
活
動
実
績
が
な
く
、

ま
た
、
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
た
め
、
中
央
会
や
公
的
機
関
は
、
ま
ず
、

組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
推
進
を

支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
組
合
に
対
し
て
は
、

各
種
情
報
の
提
供
や
勉
強
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
、
組
合
に
不
足
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
が
上
手
く
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
経
営
を
実
践
し
て
い
る
先
進
事
例
の
紹

介
は
、
組
合
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
情
報
と
な

り
う
る
。

ま
た
、
組
合
が
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
よ
う

に
、
組
合
自
体
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
中
央
会
や

公
的
機
関
が
直
接
、
組
合
員
企
業
に
情
報
を
提
供

し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

組
合
と
組
合
員
企
業
が
と
も
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
組
合
と
し
て
支
援
で

き
る
項
目
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
現
実
的
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
、
組
合
員
企
業
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
関
す
る
個
別
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
組

合
事
務
局
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
会
や
公
的
機

関
に
相
談
窓
口
（
担
当
者
）
を
設
置
し
て
対
応
し

た
り
、
回
答
・
対
応
で
き
る
専
門
家
を
紹
介
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
も
有
効
と

な
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
的
認
識

組
合
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
支
援
策

組
合
員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
の

現
状
と
経
営
者
の
役
割

組
合
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
支
援
の

現
状

組
合
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
支
援

の
現
状
と
支
援
に
向
け
て
の
提
言

21年09月号_P01-24  09.9.1 14:24  ページ 6



7 中小企業静岡 2009.9

組合におけるコンプライアンス支援に向けての提言

①組合は、組合員企業の経営者自身との情報・意見交換を行うなど、十分なコミュニケーションをとる。

②中央会や公的機関は、組合に対して各種情報の提供や勉強会・セミナーの開催などにより、コンプラ
イアンスに関する知識・ノウハウを提供する。

③コンプライアンス経営を実践している先進事例を紹介する。

④中央会や公的機関が、直接、組合員企業に情報を提供したり、セミナーを開催したりして、組合を支
援する。

⑤中央会や公的機関は、相談窓口（担当者）の設置や専門家を紹介するなど、組合員企業および組合か
らの個別の相談に対応する。

組合活性化情報

中小企業におけるコンプライアンス戦略の構築フロー図例

21年09月号_P01-24  09.9.1 14:24  ページ 7
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組合活性化情報

創
業
一
四
〇
年
の
老
舗
、
新
潟
県
岩

室
温
泉
の
㈲
ほ
て
る
大
橋
館
の
湯
。

八
〇
人
を
超
え
る
従
業
員
が
一
丸
と

な
っ
て
顧
客
満
足
度
の
向
上
や
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
確
立
に
取
組
み
、
新
潟
県
経
営

品
質
賞
・
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

先
進
的
な
取
組
み
で
注
目
を
浴
び
る
革

新
的
な
企
業
で
も
あ
る
。

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
の
陣
頭
指
揮
を
執
る

石
添
邦
彦
社
長
が
、
そ
の
取
組
み
に
つ
い

て
語
っ
た
。

地
域
と
の
関
わ
り
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
基
本
だ
。
一
事
業
者
が
起
こ
し
た
食

中
毒
や
衛
生
問
題
も
、
温
泉
全
体
に
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
。

地
域
に
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い

う
気
持
ち
を
持
ち
、地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を

維
持
・
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
心
が
け
が

重
要
だ
。
地
域
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
な
ら

ば
、な
く
な
っ
て
も
よ
い
と
さ
え
思
う
ほ

ど
、
地
域
と
の
関
り
は
重
視
し
て
い
る
。

食
中
毒
を
発
生
さ
せ
た
経
験
が
あ
る
。

食
中
毒
を
出
せ
ば
、
営
業
停
止
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
予
約
客
へ
の
お
詫
び
や
他

の
宿
泊
施
設
の
手
配
、
営
業
再
開
後
の

関
係
者
へ
の
説
明
な
ど
、そ
の
影
響
は
二

〜
三
年
近
く
続
く
。

一
旦
、
失
っ
た
信
用
を
回
復
す
る
に

は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
た
。

こ
れ
を
教
訓
に
、新
鋭
設
備
の
導
入
や

第
三
者
機
関
に
よ
る
定
期
的
な
厨
房
、

温
泉
成
分
検
査
な
ど
、
衛
生
管
理
対
策

に
は
万
全
を
期
し
て
い
る
。

確
か
に
コ
ス
ト
は
か
か
る
。
だ
が
、失
墜

し
た
信
用
を
回
復
さ
せ
る
労
力
に
比
べ

れ
ば
、
微
々
た
る
も
の
だ
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
成
否
は
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
に
か
か
っ
て
い
る
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で「
無
駄
を
な
く
せ
」と
言

っ
て
も
ダ
メ
。

当
社
で
は
、
全
従
業
員
に
月
次
決
算

を
公
表
す
る
こ
と
で
、従
業
員
自
身
が
コ

ス
ト
削
減
の
重
要
性
に
気
づ
き
、行
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
主
性
が
な
け
れ
ば

改
善
も
長
続
き
も
し
な
い
。

従
業
員
の
”気
づ
き
“を
引
き
出
す
仕

掛
け
も
重
要
だ
。
た
と
え
ば
、ヒ
ン
ト
と

な
る
よ
う
な
こ
と
を
囁
い
て
待
つ
。
し
っ

か
り
対
応
す
れ
ば
大
い
に
褒
め
る
。こ
の

繰
り
返
し
で
自
主
性
が
高
ま
る
。

昨
年
か
ら
部
門
長
の
権
限
を
明
確
に

し
、社
内
分
社
化
を
導
入
し
た
。
部
門
長

は
社
長
と
予
算
の
折
衝
な
ど
を
行
い
、各

自
が
オ
ー
ナ
ー
と
い
う
意
識
で
仕
事
を
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

社
内
の
風
通
し
の
良
さ
は
ど
こ
に
も
負

け
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。

お
客
様
の
不
満
な
ど
を
デ
ー
タ
化
、共

有
化
す
る
こ
と
で
、顧
客
満
足
度
を
向
上

さ
せ
よ
う
と
、一
〇
年
前
、顧
客
別
の
接

客
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
た
。

き
っ
か
け
は
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
情
報
を

共
有
し
た
い
と
い
う
、
従
業
員
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
か
ら
出
た
改
善
提
案
だ
っ
た
。

当
初
は
手
書
き
カ
ー
ド
だ
っ
た
が
、
現

在
は
、
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
、
全
従
業
員
が
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
入
社
員
が
経
験
豊
富
な
先
輩
の
接

客
方
法
を
参
考
に
で
き
る
こ
と
や
自
分

の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

反
省
や
改
善
に
つ
な
が
る
な
ど
、若
手
の

成
長
を
促
す
効
果
も
あ
る
。

入
力
は
強
制
で
は
な
い
。
従
業
員
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
長
続
き
し

て
い
る
。

常
時
実
施
し
て
い
る
お
客
様
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、月
二
回
集
計
し
、結
果
を
従
業
員

に
回
覧
す
る
と
と
も
に
、
頂
い
た
礼
状

を
、
従
業
員
用
通
路
に
張
り
出
す
な
ど
、

士
気
を
高
め
る
工
夫
も
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、数
値
的
な
結
果
だ
け

で
な
く
、”生
の
声
“で
あ
る
自
由
記
入

欄
こ
そ
参
考
に
な
る
。

時
に
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
低
下
す
る
結
果

に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、顧
客
満
足
度
は

確
実
に
上
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

コンプライアンスは従業員一人ひとりの意識から ㈲
ほ
て
る
大
橋
館
の
湯
（
新
潟
・
岩
室
温
泉
）

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
は
、

地
域
と
の
関
わ
り

失
わ
れ
た
信
用
を
取
り
戻
す
の
は
、

容
易
で
は
な
い

従
業
員
の
自
主
性
を
引
き
出
す

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
だ

顧
客
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
情
報
の

共
有
化
で
顧
客
満
足
度
の
向
上
を

企
業
概
要

資
本
金
四
三
百
万
円

売
上
高
八.

六
億
円
（
平
成
二
〇
年
度
）

従
業
員
正
社
員
五
七
名
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
二
五
名

事
業
内
容
ホ
テ
ル
（
客
室
五
二
室
、
収
容

三
〇
四
名
）、
日
帰
り
温
泉
、

岩
盤
浴

21年09月号_P01-24  09.9.1 14:24  ページ 8
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ま
ざ
ま
分
野
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

女
性
に
贈
ら
れ
る

静
岡
県
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
知

事
褒
賞

を
受
賞
し
た
。

「
生
涯
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
こ
れ
か
ら
も
ひ
と

つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
心

新
た
に
前
進
を
誓
う
。

都
市
設
計
事
務
所
な
ど
で
公
園
設
計
業

務
に
携
わ
り
、
一
六
年
前
に
浜
松
の
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
移
っ
た
。

「
国
や
県
な
ど
か
ら
委
託
を
受
け
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
の
が

主
な
仕
事
で
し
た
が
、
計
画
書
を
作
っ
て

発
注
者
に
納
め
て
終
わ
り
。
も
の
足
り
な

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」。

そ
こ
に
住
む
人
々
の
視
点
と
思
い
を
取

り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
し
た
い
、
と
の

思
い
は
日
増
し
に
高
ま
り
、
平
成
一
六
年

春
、
会
社
を
退
職
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

携
る
女
性
の
仲
間
三
人
と
企
業
組
合
を
立

ち
上
げ
た
。

「
周
り
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
思
い
切
っ
た

ね
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
迷
い
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
表
情
は
清
清
し
い
。

組
合
名
の

ウ
エ
ル
ネ
ス

と
は
、
食
・

運
動
・
休
養
（
保
養
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

生
活
に
取
り
入
れ
、
生
活
の
質
を
高
め
て

い
こ
う
と
い
う
新
し
い
健
康
観
の
こ
と
。

組
合
で
は
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
食

な
ど
地
域
固
有
の
資
源
を
活
か
し
た
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
農
村
体
験
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
体
験
交
流
事
業
を
次
々
と
企
画
す
る
。

「
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
か
ら
だ
と
こ

“

”

“

”

こ
ろ
、
そ
し
て
地
域
の
元
気
。
そ
れ
を
実

現
す
る
ツ
ー
ル
が
企
業
組
合
で
す
」。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

多
く
の
新
商
品
開
発
の
起
案
も
手
が
け
る
。

い
ず
れ
も
、
住
民
と
と
も
に
汗
を
か
き
、

悩
み
、
知
恵
を
出
し
合
う
協
働
作
業
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
奥
浜
名
湖
地
域
で
昔

か
ら
愛
さ
れ
る
み
そ
ま
ん
を
使
っ
た

奥

浜
名
湖
み
そ
ま
ん
物
語

。

「
こ
の
地
域
で
は
一
二
軒
の
製
菓
店
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
み
そ
ま
ん
を
つ
く
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
と
、

全
店
の
み
そ
ま
ん
を
ひ
と
つ
ず
つ
詰
め
合

わ
せ
た
の
が

み
そ
ま
ん
物
語

。
こ
こ

に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
な
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
限
定
販
売
な
ど
希
少
性
を

持
た
せ
て
い
ま
す
」
と
ア
イ
デ
ィ
ア
と
仕

掛
け
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

「
私
た
ち
の
役
割
は
、
何
が
必
要
な
の
か

を
見
極
め
、
気
づ
き
や
き
っ
か
け
を
提
示

す
る
こ
と
。
と
き
に
は
、
地
域
の
人
た
ち

と
激
論
を
交
わ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
や
り
方
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
地

域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
、
目
指
す
頂
き

は
同
じ
。
こ
の

求
道
存
異

の
考
え
を
心

に
刻
み
、
一
人
ひ
と
り
が
関
り
、
主
役
と

な
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」。

高
校
時
代
か
ら
の
大
の
映
画
好
き
。

「
観
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
で

も
つ
く
っ
て
み
た
く
な
っ
て
。
地
域
の
風

土
や
人
情
を
織
り
込
み
そ
の
地
の
物
語
を

映
像
に
し
て
み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

“

”

“

”

“

”

クローズアップインタビュー

企業組合ウエルネスプランニング

三宅淳子理事長

“男女共同参画社会づくり活
動に関する知事褒賞”を受賞
住む人々が主役の
まちづくりを目指して

組合活性化情報

さ
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財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

ライフサポートセンターしずおか 

１.７６ 　９

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

２００９
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受
付
時
間
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
五
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

０
５
７
０
―

０
１
０
１
―

８
６

Business Report 組合の動き 

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

”
地
デ
ジ
“
普
及
呼
び
か
け

静
岡
県
電
機
商
業
組
合

静
岡
県
電
機
商
業
組
合
（
片
瀬
勝
理

事
長
）
で
は
七
月
二
四
日
、
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

北
口
地
下
広
場
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
終
了
（
平
成
二
三
年
七
月
二
四
日
）

ま
で
二
年
に
迫
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
全
国
電

機
商
業
組
合
連
合
会
が
中
心
と
な
り
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
た
も
の
。

当
日
は
、
組
合
員
や
地
元
テ
レ
ビ
局
の

“

”

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
五
〇
人
が
、
朝

の
通
勤
時
間
帯
に
合
わ
せ
午
前
八
時
か

ら
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
各
二
〇
〇
〇
個

を
通
勤
者
ら
に
配
布
。
昨
年
四
月
に
組

合
内
に
設
置
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
関
す
る
相
談
窓
口

デ
ジ
タ
ル
１
１

０
番

の
利
用
と
合
わ
せ
、
市
民
に
地

デ
ジ
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
た
。

組
合
の
片
瀬
理
事
長
は
、

「
現
在
、
県
内
の
地
デ
ジ
の
普
及
率
は

よ
う
や
く
五
〇
％
を
超
え
た
程
度
。
お

よ
そ
六
八
万
世
帯
は
、
地
デ
ジ
に
対
応

で
き
て
い
な
い
状
況
だ
。
地
デ
ジ
対
応

の
テ
レ
ビ
を
買
っ
て
す
ぐ
に
観
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
受
信
施
工
や
設
定
作

業
、
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
。

ま
だ
二
年
あ
る

で
は
な

く
、
も
う
二
年
し
か
な
い

。
地
デ
ジ

に
関
す
る
困
り
ご
と
は
、
組
合
や

デ

ジ
タ
ル
１
１
０
番

加
盟
組
合
員
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
頂
き
た
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

加
盟
登
録
店
は
、
組
合
発
行
の
登
録

認
定
証
と
の
ぼ
り
旗
が
目
印
。

県
電
機
商
業
組
合
デ
ジ
タ
ル
一
一
〇
番
　

“

”

“

”

“

”

“

”

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
活
動
で

県
知
事
褒
賞

企
業
組
合
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
　
三
宅
淳
子
理
事
長

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

活
動
に
関
す
る
知
事
褒
賞
」
の
表
彰
式

が
七
月
二
五
日
、
静
岡
市
の
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
ざ
れ
あ
」
で
開
催

さ
れ
、
企
業
組
合
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
（
浜
松
市
）
の
三
宅
淳
子
理
事

長
ら
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

同
褒
賞
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
個
人

や
事
業
所
な
ど
を
称
え
、
表
彰
す
る
た

め
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
。

選
考
は
「
個
人
」・
「
団
体
」・
「
事
業

所
」・
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
四
部
門
で
行

わ
れ
、
今
年
度
は
四
人
六
団
体
が
選
ば

れ
た
。
組
合
関
係
者
で
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
女
性
個
人
や
女
性
団
体
の
取
組

み
に
対
し
贈
ら
れ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部

で
三
宅
理
事
長
が
受
賞
し
た
。

三
宅
理
事
長
は
、
女
性
だ
け
で
構
成

す
る
企
業
組
合
を
立
ち
上
げ
、
地
域
資

源
の
発
掘
や
活
用
を
通
じ
た
多
彩
な
事

業
を
展
開
。
浜
松
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
企
画
や
観
光
ガ
イ
ド
の
作
成
、
浜
名

湖
観
光
圏
整
備
事
業
な
ど
を
女
性
の
視

点
か
ら
手
が
け
た
こ
と
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部
で
は
、

男
女
関
係
な
く
雇
用
、
研
修
の
機
会
を

与
え
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め

た
石
田
友
子
氏
（
愛
心
援
助
サ
ー
ビ
ス

㈱
代
表
取
締
役
・
富
士
市
）、
子
育
て
中

の
主
婦
で
あ
り
な
が
ら
、
大
学
に
通
い
、

自
ら
起
業
し
、
農
業
分
野
の
商
品
開
発

s
組
合
員
ら
が
市
民
に
”地
デ
ジ
“へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
た
。

▲“チャレンジの部”で知事褒賞を受けた三宅理事長（左から3人目）ら。
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13 中小企業静岡 2009.9

（
い
ず
れ
も
本
会
推
薦
）
も
受
賞
し
た
。

に
成
功
し
た
岩
井
万
祐
子
氏
（
㈱
ホ

ト
・
ア
グ
リ
代
表
取
締
役
・
浜
松
市
）

商
店
街
に
”
世
界
一
“
長
い
短
冊
が
出
現

沼
津
仲
見
世
商
店
街
振
興
組
合

磐
田
市
に
新
工
業
団
地
が
竣
工

磐
田
Ｐ
Ａ
工
業
団
地
協
同
組
合

沼
津
仲
見
世
商
店
街
振
興
組
合
（
原

田
治
行
理
事
長
）
で
は
、
旧
暦
の
七
夕

に
あ
た
る
八
月
七
日
ま
で
、
全
長
一
〇

六
ｍ
（
幅
一
一
〇
㎝
）
の
巨
大
な
短
冊
を

商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
げ
た
。

同
組
合
が
今
年
創
立
五
〇
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
、
商
店
街
の
七
夕

イ
ベ
ン
ト
（
六
月
二
六
日
〜
七
月
七
日
）

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
長

さ
五
三
ｍ
の
反
物
二
反
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
。

一
〇
〇
ｍ
余
り
の
う
ち
、
書
道
家
ら

が

ギ
ネ
ス
に

挑
戦
　
史
上
最

大
の
短
冊

祝

仲
見
世
50
周
年

七
夕
祭
り

と
約

二
〇
ｍ
分
を
書

き
上
げ
、
残
る
約

八
〇
ｍ
分
は
、
七

夕
祭
り
の
期
間

中
に
約
一
九
〇

〇
人
の
買
い
物

客
ら
が
願
い
事

“
”

“

”

を
寄
せ
書
き
し
た
。

巨
大
短
冊
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
で
披
露

し
た
後
、
約
六
〇
〇
〇
人
の
願
い
を
込

め
た
万
人
短
冊
と
と
も
に
、
仲
見
世
の

氏
神
で
あ
る
城
岡
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

現
在
、
こ
の
短
冊
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
世
界
最
長
の
短
冊
と
し
て
申
請
中
。

組
合
で
は
、

「
一
九
〇
〇
人
を
超
え
る
多
く
の
方
に

も
ご
協
力
を
頂
き
、
一
〇
〇
ｍ
を
超
え

る
短
冊
が
出
来
上
が
っ
た
。
世
界
記
録

と
し
て
認
定
さ
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い

東
名
高
速
道
の
遠
州
豊
田
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
北
側
の
土
地
区
画

整
理
地
内
（
約
四
二
㌶
）
で
、
団
地
建

設
を
進
め
て
き
た
磐
田
Ｐ
Ａ
工
業
団
地

協
同
組
合
（
青
山
行
雄
理
事
長
）
が
こ

の
ほ
ど
竣
工
し
、
八
月
五
日
に
同
団
地

内
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

同
組
合
は
、
磐
田
市
な
ど
の
精
密
機

器
や
輸
送
用
機
器
製
造
業
者
ら
五
社
で

平
成
二
〇
年
に
設
立
。
高
度
化
資
金
を

活
用
し
、
進
出
面
積
は
約
二
万
㎡
。
土

地
、
建
物
、
構
築
物
な
ど
の
総
投
資
額

は
約
一
七
億
八
千
万
円
を
見
込
む
。

竣
工
式
に
は
、
組
合
関
係
者
の
ほ
か

静
岡
県
、
磐
田
市
、

中
央
会
ら
行
政
、

関
係
機
関
な
ど
五

○
人
が
出
席
し
、

団
地
完
成
を
祝
っ

た
。挨

拶
に
た
っ
た

青
山
理
事
長
は
、

「
進
出
先
の
選

定
を
含
め
一
〇
年

以
上
を
か
け
、
こ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係

諸
機
関
の
ご
支
援
ご
協
力
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
仕
事
の
融
通
や
技
術

の
交
流
な
ど
、
組
合
員
間
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
発

展
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
の
べ
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、組
合
員
の
新
社
屋

の
落
成
披
露
を
兼
ね
た
見
学
会
を
実
施
。

関
係
者
に
新
団
地
を
お
披
露
目
し
た
。

組
合
で
は
、
今
後
、
副
資
材
の
購
入

や
廃
棄
物
処
理
の
斡
旋
、
警
備
、
給
食
、

健
康
診
断
な
ど
の
共
同
化
を
通
じ
、
組

合
員
の
結
束
強
化
に
努
め
る
考
え
だ
。

組合活性化情報

を
企
画
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

s
商
店
街
に
お
目
見
え
し
た
”世
界
一
な
が
い
短
冊
“。

が
、
今
後
も
市
民
が
参
加
で
き
る
催
し

▲あいさつする青山理事長（写真上）。新社屋が出席者
にお披露目された。
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14中小企業静岡 2009.9

年
間
解
散
組
合
数
は
、
減
少
傾
向

中
小
企
業
組
合
の
新
規
設
立
数
は
、
昭
和
五
〇

年
代
に
は
一
〇
〇
〇
組
合
を
超
え
て
い
た
が
、
六

〇
年
代
に
入
り
一
〇
〇
〇
組
合
を
割
り
、
六
二
年

度
に
は
八
一
五
組
合
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
後
、
八

〇
〇
組
合
台
で
推
移
。

し
か
し
、
平
成
三
年
度
に
九
〇
〇
組
合
台
に
戻

し
、
翌
年
度
に
は
一
〇
〇
三
組
合
と
昭
和
五
九
年

以
来
八
年
ぶ
り
に
一
〇
〇
〇
組
合
を
超
え
、
組
合

の
新
設
は
再
び
増
勢
に
転
じ
た
。

そ
の
後
、
九
〇
〇
組
合
台
を
推
移
し
た
が
、
平

成
一
〇
年
度
に
七
九
二
組
合
と
初
め
て
七
〇
〇
組

合
台
に
落
ち
込
ん
だ
。
平
成
一
一
年
度
以
降
は
、

八
〇
〇
組
合
台
を
維
持
し
て
い
た
が
、
一
九
年
度

は
大
幅
に
減
少
し
、
六
〇
五
組
合
と
昭
和
五
四
年

の
調
査
始
ま
っ
て
以
来
初
の
六
〇
〇
組
合
台
と
な

っ
た
（
図
表
①
）。

一
方
、
組
合
の
解
散
は
、
昭
和
五
九
年
度
か
ら

六
三
年
度
ま
で
六
〇
〇
組
合
を
超
え
て
い
た
が
、

平
成
元
年
度
か
ら
三
年
間
は
、
五
〇
〇
組
合
台
で

推
移
。
平
成
四
年
度
に
は
四
一
四
組
合
と
昭
和
五

八
年
以
来
九
年
ぶ
り
に
四
〇
〇
組
合
台
に
ま
で
減

少
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
か
ら
、
再
び
解
散
が
目
立
ち
始

め
、
七
年
度
六
八
一
組
合
、
八
年
度
八
七
一
組
合

と
増
加
。
平
成
九
年
度
以
降
一
三
年
度
ま
で
は
、

一
〇
年
度
の
七
九
七
組
合
を
除
き
八
〇
〇
台
後
半

で
推
移
し
た
。

一
四
年
度
に
は
一
一
三
八
組
合
と
調
査
開
始
以

来
最
高
の
件
数
と
な
っ
た
が
、
近
年
は
減
少
に
転

じ
、
一
八
年
度
九
七
二
組
合
、
一
九
年
度
は
八
一

四
組
合
と
組
合
の
解
散
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
格

好
で
あ
る
。

組
合
設
立
・
解
散
数
の
推
移

全
体
の
動
向

［ トピックス ］ 

平成20年度版
全国の中小企業組合の
設立動向
年間設立組合数は、605組合。
1/4以上が「異業種」による設立。

平
成
一
九
年
度
、
全
国
で
設
立
さ
れ
た
中
小
企
業
組
合
は
六

〇
五
。
前
年
の
八
二
七
組
合
に
比
べ
、
大
き
く
そ
の
数
を
減
ら

し
た
。
企
業
の
開
業
率
と
廃
業
率
の
逆
転
が
続
く
中
、
中
小
企

業
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
設
立
数
の
減
少
は
、
必
ず
し
も
中
小
企
業
組
合
に
よ
る

共
同
事
業
の
重
要
性
の
低
下
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

近
年
で
は
、
社
会
の
要
請
を
反
映
し
て
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク

ル
、
地
域
振
興
や
介
護
・
福
祉
に
取
り
組
む
組
合
も
多
く
設
立
。

ま
た
、
新
た
な
創
業
ツ
ー
ル
と
し
て
の
企
業
組
合
も
し
っ
か
り

と
定
着
し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
全
国
中
央
会
が
毎
年
と
り
ま
と
め
て
い

る「
中
小
企
業
組
合
の
設
立
動
向
」の
平
成
二
〇
年
度
版
を
基

に
、
全
国
の
設
立
動
向
を
紹
介
す
る
。

図表①　組合種類別新設組合の推移
55年 60年 元年 5年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年
1,207 809 723 868 738 757 757 742 687 626 658 621 697 539

2 2
22 14 11 6 6 18 12 12 8 6 9 4 1 1
73 18 50 19 24 42 82 81 117 167 187 166 123 58
36 13 4 11 6 12 7 5 6 12 8 8 4 3
32 14 6 5 2 1 1 1 2 2

47 64 45 61 14 13 4 7 9 3 4 7 2 2
1 13 2 1 1 1

1,417 933 852 970 792 845 862 851 828 816 868 806 827 605
1.1 -9.4 0.8 -3.3 -11.4 6.7 2.0 -1.3 -2.7 -1.4 6.4 -7.1 2.6 -26.8

事業協同組合
事業協同小組合
火災共済協同組合
信用組合

協同組合連合会
企業組合
協業組合
商工組合

商工組合連合会
商店街振興組合

商店街振興組合連合会

計

(資料)都道府県中央会・全国中央会「組合設立・解散状況調査」（以下出所の記載のない表は同じ。)
(注)1.計の下段は、新設組合数の対前年度増減率（％）。
2.「協同組合連合会」には火災共済協同組合、信用協同組合の連合会は含まない。
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会
社
へ
の
組
織
変
更
は
三
三
組
合

平
成
一
九
年
度
に
組
合
か
ら
会
社
へ
の
組
織
変

更
は
三
三
件
。
そ
の
内
訳
は
、
事
業
協
同
組
合
か

ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
が
一
九
件
、
協
業
組

合
か
ら
株
式
会
社
が
九
件
、
企
業
組
合
か
ら
株
式

会
社
が
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

組
織
変
更
制
度
が
で
き
た
平
成
一
二
年
か
ら
二

〇
年
三
月
末
ま
で
の
会
社
へ
の
組
織
変
更
は
合
計

三
二
二
件
。
こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業

が
一
一
一
件
（
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造

業
一
四
件
、
食
料
品
製
造
業
一
四
件
、
木
材
・
木

製
品
製
造
業
一
二
件
な
ど
）
と
全
体
の
三
分
の
一

を
占
め
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
が
と
も
に
六
三

件
で
こ
れ
に
続
く
（
図
表
②
）。

都
道
府
県
別
で
は
、
北
海
道
が
三
八
件
で
最
も

多
く
、
次
い
で
東
京
都
が
一
九
件
と
な
っ
て
い
る
。

純
増
は
企
業
組
合
の
み

純
増
組
合
数
は
、
昭
和
六
二
年
度
ま
で
は
年
々

減
少
し
て
い
た
が
、
同
年
度
を
底
に
増
加
に
転
じ
、

平
成
四
年
度
に
は
五
八
九
組
合
と
昭
和
五
八
年
度

以
来
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
平
成
五
年
度
以
降
、
解
散
組
合
が
増

加
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
五
年
度
四
二
〇
組
合
、

六
年
度
三
六
二
組
合
、
七
年
度
二
二
二
組
合
と
純

増
組
合
数
の
大
幅
な
減
少
が
続
き
、
八
年
度
に
は

解
散
組
合
の
急
増
に
よ
り
、
調
査
開
始
以
降
で
初

の
純
減
（
八
組
合
）
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
九
年
度
は
三
六
組
合
の
純
増
と
な
っ

た
も
の
の
、
一
二
年
度
を
除
き
、
一
貫
し
て
「
多

死
少
産
」
の
状
況
に
あ
る
。

組
合
種
類
別
で
も
、
事
業
協
同
組
合
、
商
店
街

振
興
組
合
、
信
用
組
合
、
商
工
組
合
、
協
業
組
合

な
ど
で
純
減
が
続
く
中
、
企
業
組
合
は
、
一
一
年

度
を
境
に
純
増
に
転
じ
、
現
在
ま
で
純
増
を
保
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
年
度
は
設
立
数
の
著
し

い
減
少
か
ら
一
組
合
の
純
増
に
止
ま
っ
た
（
図
表

③
）。

四
分
の
一
以
上
が
異
業
種
に
よ
る
設
立

平
成
一
九
年
度
の
新
設
組
合
数
を
業
種
別
に
み

る
と
、「
異
業
種
」
の
一
五
七
組
合
が
最
も
多
く
、

「
製
造
業
」
一
三
三
組
合
、「
建
設
業
」
八
〇
組
合
、

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
七
七
組
合
、「
運
輸
業
」
五
三
組

合
が
こ
れ
に
続
く
。

新
設
組
合
の
業
種
別
構
成
比
を
昭
和
五
五
年
度

と
比
較
す
る
と
、
同
年
度
に
は
「
製
造
業
」、「
卸
・

小
売
業
」
の
割
合
が
両
業
種
合
わ
せ
て
五
六.

一
％

と
半
数
を
超
え
て
い
た
が
、
平
成
一
九
年
度
に
は

二
九.

六
％
と
ほ
ぼ
半
減
。
特
に
「
卸
・
小
売
業
」

は
、
昭
和
五
五
年
度
の
三
五.

〇
％
か
ら
七.

四
％
へ

と
五
分
の
一
近
く
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

図表③　組合種類別純増減組合数の推移

5.3%
7.5%

34.5%

1.6%
5.6%19.6%

19.6%

製造業 

6.5%
建設業 

小売業 

その他業種 

卸売業 運輸･倉庫業 

異業種 

 
サービス業 

会
社
へ
の
組
織
変
更
の
状
況

純
増
減
組
合
数
の
推
移

新
設
組
合
の
業
種
別
・
規
模
別
構
成

元年 5年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年
211 394 115 75 7 16 -29 -282 -109 -179 -305 -122 -155

-3 -2 -1 -1 -1
-2

-6 -10 -10 -24 -24 -4 -6 -22 -10 -6 -3 -4 -4
6 2 -8 6 5 -8 -8 -4 -7 -5 -7
23 -16 -26 -12 1 38 58 65 141 134 109 61 1
-19 -5 -12 -17 -2 -24 -36 -31 -12 -22 -12 -33 -21
-3 -1 -27 -23 -26 -22 -25 -29 -10 -20 -30 -30 -11

-1 -2 -1 -2 -2 -2
40 56 5 -1 1 -4 1 -5 -6 -4 -12 -9
13 1 1 1 -2 1 -1

265 420 36 -5 -39 8 -42 -310 -15 -105 -254 -145 -209

事業協同組合
事業協同小組合
火災共済協同組合
信用組合

協同組合連合会
企業組合
協業組合
商工組合

商工組合連合会
商店街振興組合

商店街振興組合連合会

計

T O IP C S 組合活性化情報

図表②　会社への組織変更の業種別状況
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▼
組
合
員
…
五
人
▼
出
資
金
…
二
五
〇
千
円

田
沢
湖
を
有
す
る
秋
田
県
仙
北
市
は
県
内
有
数

の
観
光
地
だ
が
、
代
表
的
な
名
産
品
が
乏
し
い
。

こ
の
た
め
、
地
元
の
素
材
を
使
っ
た
新
商
品
を

企
画
・
開
発
し
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
を
図
ろ
う
と
設
立
さ
れ
た
。

組
合
で
は
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
た
漬
け

物
や
加
工
食
品
の
企
画
・
開
発
、
販
売
な
ど
を
中

心
に
事
業
を
展
開
。

さ
ら
に
、
地
元
を
中
心
に
人
気
を
博
し
て
い
る

「
安
藤
兄
弟
」
に
よ
る
和
楽
器
演
奏
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
地
域
活
性
化
を
目

指
し
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
普
及
を
積
極
的
に
図

っ
て
い
る
。

飛
騨
地
方
の
庶
民
料
理
「
鶏
ち
ゃ
ん
」
の
周
知
を

図
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
取
得
を

飛
騨
美
濃
鶏
ち
ゃ
ん
協
同
組
合
（
岐
阜
県
）

▼
業
　
種
…
鶏
肉
の
加
工
又
は
鶏
肉
却
工
品
の
販
売

▼
組
合
員
…
四
人
▼
出
資
金
…
一
〇
〇
〇
千
円

飛
騨
地
方
の
庶
民
料
理
で
あ
る
「
鶏
ち
ゃ
ん
」

の
味
を
守
り
、
地
元
の
み
な
ら
ず
、
広
く
世
間
に

周
知
す
る
た
め
に
、
関
係
者
ら
が
「
鶏
ち
ゃ
ん
」

の
共
同
販
売
事
業
な
ど
を
目
的
に
設
立
。

組
合
と
し
て
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
市
町

村
、
飛
騨
高
山
展
他
）、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
道
の

駅
に
出
展
し
、
組
合
員
の
加
工
す
る
「
鶏
ち
ゃ
ん
」

を
組
合
員
か
ら
の
委
託
の
も
と
、
販
売
す
る
。

一
方
、「
異
業
種
」、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
割
合
は

増
加
し
、
両
業
種
の
合
計
は
昭
和
五
五
年
度
に
は

一
四.

四
％
と
二
割
に
も
満
た
な
か
っ
た
も
の
が
、

平
成
一
九
年
度
に
は
三
八.

二
％
と
大
き
く
増
加
。

中
で
も
「
異
業
種
」
の
割
合
は
、
五
五
年
度
の

四.
三
％
か
ら
、
一
九
年
度
に
は
二
五.

九
％
と
四
分

の
一
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
（
図
表
④
）。

規
模
別
の
構
成
を
み
る
と
、
組
合
員
が
一
〇
人

以
下
の
組
合
は
、
七
六.

九
％
（
製
造
業
で
は
八
七.

二
％
）、
二
〇
人
以
下
で
は
九
〇.

三
％
に
上
る
。

一
方
、
組
合
員
が
一
〇
〇
人
を
超
え
た
新
設
組

合
は
、
僅
か
一.

八
％
（
既
存
組
合
・
非
製
造
業
で

は
一
八.

八
％
）
に
止
ま
っ
て
お
り
、
少
人
数
に
よ

る
組
織
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

少
人
数
化
に
伴
い
、
出
資
金
額
も
少
額
化
し
て

お
り
、
三
〇
〇
万
円
未
満
の
組
合
が
七
五.
七
％

（
一
〇
〇
万
円
未
満
は
三
〇.

一
％
）
と
新
設
組
合

の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
た
。

「
美
濃
和
紙
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
地
域
団

体
商
標
の
登
録
を
目
指
す

美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
協
同
組
合
（
岐
阜
県
）

▼
業
　
種
…
和
紙
の
製
造
又
は
加
工
業

▼
組
合
員
…
三
四
人
▼
出
資
金
…
一
二
〇
〇
千
円

伝
統
あ
る
美
濃
和
紙
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
と

も
に
、
そ
の
価
値
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
こ
で
、
地
域
団
体
商
標
（
地
域
ブ
ラ

ン
ド
）
の
登
録
を
通
じ
、「
美
濃
和
紙
」
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
や
他
産
地
・
外
国
製
品
と
の
差
別
化
、
消

費
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
設
立
さ
れ
た
の
が
当
組
合

で
あ
る
（
今
年
三
月
、
組
合
が
出
願
人
と
な
り
、

国
か
ら
地
域
団
体
商
標
の
登
録
査
定
を
受
け
た
）。

組
合
事
業
の
柱
は
、
商
標
の
維
持
管
理
に
関
す

る
事
業
。
組
合
員
の
取
扱
う
和
紙
及
び
和
紙
製
品

に
関
す
る
地
域
団
体
商
標
「
美
濃
和
紙
」
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
く
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
商
品
の
企
画
・
開
発
、

販
売
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
図
る

企
業
組
合
四
喜
彩
（
秋
田
県
）

▼
業
　
種
…
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
業

25.9%
4.3%

5.7%
3.9%

10.1%

10.4%

35.0%

12.2%
7.4%

13.2%
19.9%

8.8%

22.2%

21.1% 製造業 
建設業 
卸･小売業 
サービス業 
運輸･倉庫業 
その他業種 
異業種 

平成20年3月 

昭和56年3月 

25.9%
4.3%

5.7%
3.9%

10.1%

10.4%

35.0%

12.2%
7.4%

13.2%
19.9%

8.8%

22.2%

21.1%

図表④　新設組合の業種別構成
（昭和５６年３月－平成２０年３月）

地
域
振
興

全
国
の
特
色
あ
る
設
立
組
合
の

事
例
（
平
成
一
九
年
度
設
立
組
合
）
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品
の
鮮
度
管
理
は
、
大
き
な
経
営
課
題
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
当
組
合
は
、
食
品
の
鮮
度
に
関
す
る
資

格（「
食
品
鮮
度
管
理
士
」）を
有
す
る
異
業
種
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
。

主
要
事
業
は
、
食
品
鮮
度
管
理
に
関
す
る
共
同
宣

伝
事
業
。
食
品
鮮
度
管
理
士
の
活
用
や
民
間
研
究
所

の
認
証
規
格「FAIn

」の
取
得
な
ど
、
組
合
員
の
行

う
鮮
度
管
理
へ
の
取
組
み
の
ほ
か
、
組
合
員
の
取
り

扱
う
生
鮮
食
品
の
鮮
度
や
品
質
を
Ｐ
Ｒ
。
食
に
関
す

る
安
心
・
安
全
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
考
え
だ
。

資
源
物
の
安
定
供
給
と
信
頼
さ
れ
る
流
通
経
路
の

確
立
で
経
営
安
定
化
を
目
指
す

秋
田
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
（
秋
田
県
）

▼
業
　
種
…
卸
売
業

▼
組
合
員
…
四
人
▼
出
資
金
…
二
〇
〇
千
円

回
収
す
る
資
源
物
の
相
場
は
変
動
が
大
き
く
、

供
給
量
も
不
安
定
な
上
に
、
鉄
等
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
品
質
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
資
源
物
の
安
定
供
給
に
よ
る
製
品
価
格
の
適

正
化
、
信
頼
さ
れ
る
流
通
経
路
の
確
立
、
適
正
な

再
資
源
化
な
ど
を
目
的
に
組
織
化
し
た
。

組
合
で
は
、
目
本
再
生
資
源
事
業
（
協
連
）
の

委
託
を
受
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
化
証
明
書
（
リ
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
を
証
明
す
る
た
め
発
行
す
る
も
の
）

の
共
同
購
買
を
実
施
。
適
正
な
資
源
物
の
回
収
ル

ー
ト
確
立
や
、
再
資
源
化
を
進
め
て
い
く
。

将
来
的
に
は
組
合
と
し
て
、
地
域
団
体
商
標
を

取
得
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
確
立
を
図
り
、

「
鶏
ち
ゃ
ん
」
の
味
、
品
質
を
保
護
。
組
合
員
企
業

発
展
の
た
め
販
路
拡
大
、
新
商
品
の
開
発
に
も
取

り
組
む
構
え
だ
。

株
式
会
社
や
医
療
法
人
等
に
よ
る
高
齢
者
や
障
害

者
の
住
環
境
・
生
活
環
境
の
支
援

ぐ
ん
ま
福
祉
事
業
協
同
組
合
（
群
馬
県
）

▼
業
　
種
…
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事
業

▼
組
合
員
…
五
人
▼
出
資
金
…
二
五
〇
〇
千
円

以
前
か
ら
、
草
の
根
的
な
活
動
に
よ
り
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
住
環
境
・
生
活
環
境
を
支
え
て
き

た
医
療
法
人
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）、

民
間
企
業
が
メ
ン
バ
ー
。

小
規
模
事
業
者
で
あ
る
た
め
、
コ
ス
ト
削
減
、

情
報
の
収
集
発
信
、
従
業
員
教
育
や
そ
の
福
利
厚

生
等
、
個
々
の
事
業
者
で
は
、
解
消
し
が
た
い
課

題
を
共
同
で
克
服
す
べ
く
設
立
。

組
合
で
は
、
紙
お
む
つ
に
替
わ
る
大
人
用
リ
ユ

ー
ス
型
布
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
の
斡
旋
、
各
種

事
務
処
理
、
看
護
士
や
ヘ
ル
パ
ー
・
従
業
員
の
教

育
、
さ
ら
に
は
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
共
同
化
な
ど

に
よ
り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し
て
い
く
。

リ
ユ
ー
ス
型
布
お
む
つ
は
、
利
用
情
報
を
メ
ー

カ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

商
品
づ
く
り
に
結
び
付
け
て
い
く
考
え
だ
。

県
内
初
・
農
業
者
の
み
に
よ
る
事
業
協
同
組
合
の

設
立

嬬
恋
キ
ャ
ベ
ツ
振
興
事
業
協
同
組
合
（
群
馬
県
）

▼
業
　
種
…
耕
種
農
業

▼
組
合
員
…
四
人
▼
出
資
金
…
一
三
〇
〇
千
円

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ
ツ
生

産
農
家
に
よ
る
組
織
化
。
群
馬
県
内
で
は
、
農
業

者
だ
け
に
よ
る
事
業
協
同
組
合
の
設
立
は
初
め
て

で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
以
前
か
ら
組
合
の
前
身

で
あ
る
任
意
組
織
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
を
通
さ
ず
出
荷
、

資
材
購
買
等
を
行
っ
て
い
た
が
、
法
人
化
に
よ
り

仲
介
斡
旋
・
販
売
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
共
同

購
買
な
ど
、
事
業
に
厚
み
を
持
た
せ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
新
品
種
導
入
、
土
壌
改
良
、
生
産
技

術
の
研
究
の
他
、
生
産
調
整
の
回
避
、
新
市
場
開

拓
を
図
る
べ
く
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

化
、
飲
料
化
等
、
新
た
な
製
品
開
発
に
よ
り
利
益

率
の
向
上
を
図
る
。

「
食
品
鮮
度
管
理
士
」
を
有
し
、
適
正
な
鮮
度
管

理
を
行
う
事
業
者
が
組
織
化

中
部
食
品
鮮
度
管
理
事
業
協
同
組
合
（
岐
阜
県
）

▼
業
　
種
…
飲
食
店
、
食
品
卸
売
又
は
運
輸
業

▼
組
合
員
…
八
人
▼
出
資
金
…
一
〇
〇
〇
千
円

生
鮮
食
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
と
っ
て
、
食

T O IP C S 組合活性化情報

医
療
・
福
祉

食
と
農

環
　
境

21年09月号_P01-24  09.9.1 16:31  ページ 17



18中小企業静岡 2009.9

事
務
局

静岡県木材協同組合連合会

又平義和専務理事

組
合
事
務
局
は
”情
報
の
翻
訳
機
“

組合活性化情報

思
い
ま
す
が
（
笑
）。
と
に
か
く
上
司
や

同
僚
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
」。

キ
ャ
リ
ア
の
大
半
は
企
画
畑
。
中
で

も
木
に
関
す
る
広
報
に
力
を
注
い
だ
。

「
業
界
が
い
く
ら

木
は
良
い

と
言

っ
て
も
説
得
力
に
欠
け
る
。
誰
も
が
納

得
で
き
る
科
学
的
な
根
拠
を
、
と
大
学

や
研
究
機
関
と
連
携
し
、
独
自
の
デ
ー

タ
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
」。

木
質
環
境
の
居
住
性
を
科
学
的
に
検

証
し
た

マ
ウ
ス
実
験

や

燃
え
る
・

腐
る
・
狂
う

と
い
っ
た
木
の
欠
点
を

克
服
し
た
部
材
の
開
発
な
ど
、「

Ｐ
Ｒ

の
た
め
の
Ｐ
Ｒ

に
は
し
た
く
な
い
」

と
の
姿
勢
で
、
全
国
的
に
も
例
の
な
い

先
進
的
な
調
査
研
究
を
次
々
と
手
が
け

た
。
研
究
成
果
は
シ
リ
ー
ズ

木
と
木

の
住
ま
い
を
考
え
る

と
し
て
冊
子
化
。

分
か
り
や
す
い
解
説
書
と
し
て
好
評
だ
。

事
務
局
を
「
得
た
情
報
の
ポ
イ
ン
ト

を
正
確
に
掴
み
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

会
員
に
届
け
る
翻
訳
機
」
と
例
え
た
上

で
、「
必
要
な
こ
と
は
そ
の
裏
づ
け
。
一

ヵ
所
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
か
ら
情
報

を
得
て
精
度
を
上
げ
る
」
と
情
報
の
裏

づ
け
の
重
要
性
を
説
く
。

か
つ
て
団
体
報
で

時
の
人

へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企
画
。
林
野
庁
長
官

や
海
外
の
要
人
な
ど
、
そ
の
肩
書
き
に

臆
す
る
こ
と
な
く
話
を
聞
い
た
。

「
創
刊
百
号
記
念
＝
林
野
庁
長
官
の
取

材
時
は
、
全
木
連
の
専
務
が
心
配
し
て

立
ち
会
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と

に
か
く
人
と
話
す
の
が
好
き
。
性
に
合

っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
笑
う
。

“

” “

”

“

”

“

”

“

”

“

”

今
年
五
月
、
県
内
の
木
材
関
連
二
一

協
組
で
組
織
す
る
連
合
会
（
県
木
連
）
の

専
務
理
事
に
就
任
し
た
。
生
え
抜
き

職
員
が
都
道
府
県
木
連
の
専
務
理
事
に

就
く
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
本

県
で
は
六
〇
年
近
い
歴
史
で
初
め
て
だ
。

昭
和
五
二
年
に
事
務
局
入
り
し
三
二

年
。
個
性
豊
か
な
六
人
の
会
長
か
ら
多

く
を
学
び
、
六
人
の
専
務
に
仕
え
た
。

「
歴
代
会
長
は
、
選
択
提
案
型
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
型
、
全
権
一
任
型
な
ど
タ
イ

プ
は
違
う
が
、
い
ず
れ
も
偉
大
な
経
営

者
。
も
の
の
見
方
、
考
え
方
な
ど
受
け

た
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
の
専

務
も
み
な

責
任
は
取
る
か
ら
、
や
っ

て
み
ろ

と
好
き
に
や
ら
せ
て
く
れ
た
。

い
ろ
い
ろ
言
い
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
と

“
”

“

”

全９項目のうち、在庫数量は最近10年で最も減少
を示す値を更新。売上高、収益状況、業界の景況も
やや値が上昇し悪化が減少した。
前月の値との比較では、売上高など６項目で値が
上昇し、悪化幅縮小。業種別では、製造業・非製造
業ともに同水準といえるが、雇用人員にてのみ製造
業で厳しさが見られる。改善傾向ととれる一方で、
資金繰り、業界の景況などで好回答は依然少なく、
今後の見通しは不透明である。

・・・対象17業種より抜粋
［一般機械］浜松市
乗用車の一部で生産回復の兆しが見られ明るい材料だが、発
注状況が変化。小さな案件でも10社に及ぶ相見積もりが恒常化
し、成約まで時間がかかる。採算性確保が難しい。
［輸送用機器］浜松市
エコカー減税、補助金制度による政府支援策による効果で、

ハイブリッド車など環境車の需要が全体をけん引しているが、
支援策の恩恵の少ない軽自動車や二輪は苦戦している。

［小売業（家電）］静岡市
エコポイント制度の効果でテレビは価格が低下したが、台数
が伸びた。一方天候異変で、冷蔵庫、エアコンが不振。
［サービス業（自動車整備）］静岡市
エコカー増加の現状、それに対応する整備技術の習得が難し
くなっている。今後、ユーザーは修理の際、ディーラーに目が
向き一般修理工場の利用が減少するのでは？との不安がある。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

H21.06 H21.07

-72.5

-23.0

-44.9

-39.1

-74.8

-50.6

-64.1

-40.2

-74.8

-66.7

-26.2

-48.3

-40.2

-67.8

-50.6

-61.5

-38.0

-70.1

H21.6 H21.7

5.8

-3.2

-3.4

-1.1

7.0

±0

2.6

2.2

4.7

DI値の推移

景況ウォッチ （21年7月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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授
産
施
設
の
経
営
改
善

へ
の
取
り
組
み

授
産
施
設
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

昨
年
度
、
授
産
施
設
の
経
営

診
断
に
立
ち
会
う
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
診
断
の
目
的

は
、そ
の
施
設
が
持
つ
生
産
加
工

事
業
等
の
収
益
性
の
向
上
や
施

設
利
用
者
へ
の
支
払
加
工
賃
の

増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
と
は

診
断
の
き
っ
か
け
は
、「
障
害
者

自
立
支
援
法
」（
平
成
一
七
年
）の

導
入
で
、施
設
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。

当
支
援
法
は
、「
障
害
者
等
が

自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
」、「
障
害
者
に

費
用
の
原
則
一
割
負
担
を
求
め
、

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

元
化（
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害

者
対
策
）を
更
に
明
確
に
す
る
」

と
共
に
、「
保
護
か
ら
自
立
」に
向

け
た
支
援
内
容
を
明
確
に
し
た

法
律
で
あ
る
。

授
産
施
設
は
、障
害
を
持
つ
方

々
が
社
会
復
帰
や
参
加
が
で
き
る

よ
う
、就
労
を
目
的
と
し
た
訓
練

を
行
う
施
設
だ
が
、支
援
法
制
定

に
よ
り
、働
く
こ
と
で
得
る
工
賃

水
準
を
向
上
さ
せ
る
取
組
み
が

強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

全
国
に
は
、
定
員
二
〇
名
以

上
の
授
産
施
設
が
約
三
五
〇
〇

施
設
、
定
員
一
九
名
以
下
の
小

規
模
通
所
授
産
施
設
が
約
一
〇

〇
〇
施
設
存
在
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
静
岡
県
で
は
、
約
四
〇

〇
〇
人
が
施
設
を
利
用
し
て
お

り
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
は
、作

業
所
職
員
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
企
業
の
下
請
業
務
に
取
り

組
ん
だ
り
、パ
ン
、ク
ッ
キ
ー
の
製

造
、陶
芸
、縫
製
品
な
ど
の
自
主

製
品
を
作
っ
て
販
売
す
る
こ
と
で

収
入
を
得
て
い
る
。

昨
秋
に
始
ま
っ
た
世
界
的
な

同
時
不
況
が
自
動
車
業
界
等
、

多
く
の
企
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
今
も
与
え
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、授
産
施
設
で
も
、自
動
車
関

連
企
業
の
下
請
作
業
の
契
約
を

打
ち
切
ら
れ
た
施
設
も
で
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
不
況
下
で
下
請
業

務
や
自
主
製
品
の
生
産
拡
大
、

工
賃
向
上
に
寄
与
す
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
な

の
か
、
経
営
資
源（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
）の
乏
し
い
施
設

に
対
し
、ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
の
か
が
自
分
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
た
。
特
に
、
経

営
ア
ド
バ
イ
ス
が
難
し
い
こ
と

は
、
経
営
戦
略
、
作
業
手
順
、
作

業
改
善
活
動
等
、
通
常
の
製
造

業
の
方
々
に
提
案
す
る
よ
う
な

こ
と
は
施
設
の
職
員
、障
害
を
も

っ
た
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

理
解
さ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

施
設
で
活
動
す
る
職
員
の

方
々
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
専
門
性
は
高
い
が
、
製
造
や

経
営
の
分
野
で
は
経
験
も
不
足

し
て
い
る
の
で
、
現
状
で
は
、
自

助
努
力
で
、
作
業
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
は
、極
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

利
益
管
理
の
必
要
性

通
常
、加
工
賃
を
増
や
し
た
い
、

施
設
の
収
益
性
を
向
上
さ
せ
た
い

と
考
え
る
場
合
、基
本
的
な
方
針

は
売
上
増
を
図
る
か
、コ
ス
ト
削

減
を
図
る
か
ど
ち
ら
か
に
な
る
。

授
産
施
設
は
、元
々
、加
工
賃

の
占
め
る
割
合
が
高
く
、コ
ス
ト

削
減
に
よ
る
加
工
賃
の
増
加
は
、

施
設
単
独
の
対
応
で
は
難
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
的
に
利
益
管
理
は
、目
標

売
上
高
等
を
設
定
し（PLAN

）、

営
業
活
動
や
生
産
活
動
を
行
い

（D
O

）、売
上
高
の
実
績
や
実
際

原
価
と
の
差
異
分
析
に
よ
り

（C
H
EC
K

）、対
応
策
を
検
討
・

実
行（A

C
TIO
N

）す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

下
請
業
務
が
減
少
す
る
中
、今

ま
で
以
上
に
、利
益
管
理
の
必
要

性
を
説
き
、景
気
に
左
右
さ
れ
な

い
自
主
製
品
へ
の
移
行
が
円
滑
に

で
き
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
施
設
に
同
行
で
き
る
機

会
も
あ
る
の
で
、助
言
を
頂
き
な

が
ら
、授
産
施
設
の
経
営
改
善

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
さ

ら
に
努
力
す
る
決
意
だ
。（
高
木
）

指
導
員

現
場

の

か

ら

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

高原の宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒417-0801 静岡県富士市大淵115
TEL（0545）35-2311（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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団体所得補償保険加入の皆様へ
お知らせ

サービス産業（旅館・ホテル）の経営者さま
「サービス産業生産性向上の手引き」

を作成しました。

20中小企業静岡 2009.9

歩を実際に踏み出せるように構成しました。

■期待される効果

１.  直接効果　定着・行動を伴う改善

２. 本格的な改善（独自の取組み）へ期待される効果

・改善実践を通じた人材の育成による独自改善

への基礎づくり

・優良事例の取り組み・適用への基礎づくり

３. 継続により見込まれる効果

・経営体質の強化（成長しない時代であっても収

益の出せる体質）

・経営への貢献（経営との一体感を醸造）

・コミュニケーションの充実（役割・仕事・業務・

作業の壁を越えた助け合いの実現）

■入手方法

http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-510/service.html

静岡県産業部商工業局商工振興室

〒420-8601 静岡市葵区追手町９-６

TEL：054-221-2990

E-mail：ssr@pref.shizuoka.lg.jp

団体所得補償保険に加入され、保険料負担者が個

人の場合は、当年中に支払った保険料が生命保険

料控除の対象となります。

団体所得補償保険の契約者である静岡県中小企業

団体中央会では、加入者証・生命保険料控除証明書

を保険会社より受領し、お預かりしておりますので業

務管理課（TEL：054-254-1511）まで、お問い合わせ

ください。

■費　用：無料

■託　児：申込先着順15人（無料）

１歳半～未就学児をお預かりします。

■講　師：渋井真帆さんプロフィール

㈱マチュアライフ研究所　代表取締役社長

ビジネス書作家／ビジネスセミナー主宰

1994年立教大学経済学部経済学科卒業。都市銀行、

専業主婦、百貨店販売、証券会社などを経て28歳の

時に起業。企業向けの人材教育、販売コンサルティン

グの受託のほか、「女のたしなみ経済塾」「女のたしな

みリーダー塾」などの経済・ビジネスセミナーを主宰。

主な著書に「あなたを変える稼ぎ力養成講座　決算

書読みこなし編」「渋井真帆の日経新聞読みこなし隊」

「仕事心の育て方」などがある。

■主　催：静岡県県民部県民生活局 男女共同参画室

〒420-8601 静岡市葵区追手町９-６

■申込・問合せ

平日９：00～18：00

電話・メールにて以下をお伝えください。

①名前②住所③電話番号④年齢⑤託児の有無

TEL：054-221-2824

E-mail：info@azarea.pref.shizuoka.jp

「ムダの排除による効率的な経営」「サービスの品質向上」へ

「近年、幾つかのサービス企業では、製造業のノウハ

ウを活用して効率化や業務改善を進め、生産性向上

を実現している事例も見られるようになってきました。

こうした効率化の取組は、サービスの質の低下につ

ながるものではなく、むしろムダな部門への資源の投

入を減らし、必要部門に集中して資源投入を可能と

することで、サービスの質の向上や新しいサービスへ

の投資を可能とするものでもあると考えられています」

■「サービス産業生産性向上の手引き（旅館・ホテル

生産性向上支援ツール）」の特徴

「生産性向上の定義」、「改善の意味」、「実践に当た

ってのポイント」、「改善のマインド」を説明し、初めて

の改善に当たって、実際に改善が実践できるように、

実行ベースの「支援ツール」を紹介し、改善の第一

支援ツールの種類 効　　　　果
1 仕事への気付き 改善イメージの習得
2 整理・整頓の実行 ムダの排除、作業負担の軽減、在庫管理
3 業務の把握（業務一覧表の作成）仕事の全貌把握、役割の理解と助け合いの実現
4 お客さまの声（アンケート）の活用 従業員のモチベーション向上、顧客視点の認識
5 問題解決の方法 ルール化による徹底、人材の育成

常設情報 から へ検索 サービス産業生産性向上c静岡県商工振興室 e

【お詫びと訂正】
本誌８月号「NetWork、商工中金人事異動」で誤記がありましたので、謹んで
お詫びと訂正をさせていただきます。

＜正＞静岡支店長付主任調査役 土屋全衛 熱田支店

＜誤＞静岡支店長付主任調査役 土屋全衛 熱海支店
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女性の生き方指南塾
キャリアアップのためのコミュニケーション入門

21 中小企業静岡 2009.9

毎月勤労統計調査特別調査について
お願い

厚生労働省では、本年７月31日現在で、常用労働

者を１人から４人雇用している事業所を対象に、毎

月勤労統計調査特別調査を実施します。

この調査は、１～４人規模事業所における賃金、

労働時間及び労働者数の動向を都道府県別に明ら

かにするなどの目的をもつ大切な調査です。

調査対象となる事業所には、８月から９月にかけ

統計調査員が訪問して調査票を作成いたします。

調査票に書かれた事柄は、「統計法」により、厳し

く秘密が守られます。また、統計以外の目的に用い

られることは禁じられています。

ご多忙のこととは存じますが、調査へのご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

厚生労働省

静　岡　県

【毎月勤労統計調査特別調査について】

常用労働者５人以上の事業所について給与・労働

時間・雇用の全国的な変動を毎月明らかにすること

を目的として行われている毎月勤労統計調査を補

うために年１回行っています。

■調査をお願いする事業所

常用労働者１～４人の事業所

16大産業に属する事業所

鉱業、採石業、砂利採取業、建設業、製造業、電気・
ガス・熱供給・水道業、情報通信業、運輸業、郵便業、
卸売業、小売業、金融業、保険業、不動産業、物品賃
貸業、学術研究、専門・技術サービス業、宿泊業、飲
食サービス業、生活関連サービス業、娯楽業（その他
の生活関連サービス業のうち家事サービス業を除く）、
教育、学習支援業、医療、福祉、複合サービス事業、
サービス業（他に分類されないもの）（外国公務を除く）

■調査の内容

年齢、勤続年数、出勤日数、１日の実労働時間数、

きまって支給する現金給与額、特別に支払われた現

金給与額など

■調査の方法

調査に際しては、貴事業所に統計調査員が赴きま

す。この統計調査員は、各都道府県の知事が任命し、

必ず統計調査員証を携帯しています。

■調査の流れ

Ｑ 調査の内容が、他に知られたりするようなこと

は無いのでしょうか？

Ａ この調査は、我が国の一人当たりの賃金や労働

時間を調べるためのもので、税金の算定や、労働基

準法その他の法律に基づく取り締まりなどに用い

ることは絶対にありません。

統計法という法律で、そのようなことは禁じられ

ています。

なお、調査には統計調査員が赴いていますが、統

計調査員は、知事が任命した公務員です。調べたこ

とについて他にもらすことは、やはり統計法で固く

禁じられています。

安心してお答えください。

■集計結果や調査に関するお問い合わせは

静岡県企画部経済統計室経済係

〒420-8601 静岡市葵区追手町９-６

TEL：054-221-2246 FAX：054-221-3609

＊調査の結果は、インターネットでも御覧になれます。

統計センターしずおか

http://toukei.pref.shizuoka.jp/

女性の生き方指南塾は、働く女性がステップアッ

プするためのヒントや活躍するために必要な知識

や技法を身に付けるために開催します。

第２回のテーマは、「キャリアアップ」です。講師

に28歳で起業。自身の経験を活かし都内を中心に女

性向けのビジネスセミナーを手がける渋井真帆さ

んをお招きして開催します。貴女のコミュニケーシ

ョン力をアップさせます。

■日　時：10月22日（木）18：30～20：30

■会　場：県男女共同参画センターあざれあ

静岡市駿河区馬渕１丁目17-１

■対　象：県内で働く女性

■定　員：350人（申込先着順）

厚生労働省 統計調査員都道府県c c
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静岡製材協同組合

木質系総合リサイクル事業
で循環型社会に貢献

く み あ い 百 景

事
業
者
七
二
名
で
組
合
設
立
。

な
お
、
木
材
チ
ッ
プ
生
産
は
工
場
完

成
後
の
昭
和
三
二
年
か
ら
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
組
合
員
は
安
価
で
、
か
つ

原
木
か
ら
半
製
品
輸
入
に
変
化
し
た
外

材
の
影
響
を
受
け
多
く
の
組
合
員
が
廃

業
し
、
現
在
一
九
名
と
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
が
、
事
務
所
一
棟
、
工
場
三
棟
、

倉
庫
二
棟
、
社
宅
一
棟
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設
を
保
有
し
、
生
産
品
目

に
オ
ガ
ラ
イ
ト
、
セ
ル
シ
ン
を
加
え
事

業
規
模
は
拡
大
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
組
合
の
主
要
事
業
で

あ
る
。

林
業
を
兼
業
と
す
る
組
合
員
か
ら
の

林
地
残
材
や
製
材
業
の
加
工
工
程
か
ら

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄

の
時
代
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
二
〇
〇

〇
年
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
が

成
立
し
た
。

循
環
型
社
会
と
は
、
限
ら
れ
た
資
源

を
再
利
用
し
な
が
ら
有
効
に
活
用
し
、

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
減
ら
し

た
社
会
。
具
体
的
に
は
廃
棄
物
の
発
生

の
抑
制
、
製
品
の
再
使
用
・
再
利
用
す

る
こ
と
を
い
う
。

一
方
、
業
界
に
よ
っ
て
は
、
法
が
成

立
す
る
以
前
か
ら
、
当
然
の
よ
う
に
循

環
型
社
会
に
対
応
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
代
表
格

は
木
質
関
係
を
扱
う
業
界
で
、
中
で
も

社
会
的
使
命
感
を
も
っ
て
木
質
系
総

合
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開
す
る
静

岡
製
材
協
同
組
合
を
今
回
取
材
し
望
月

信
幸
理
事
長
と
杉
山
敏
允
工
場
長
に
面

談
し
た
。

静
岡
県
は
、
富
士
市
を
中
心
に
製
紙

業
が
盛
ん
な
県
で
あ
り
、
同
業
界
か
ら

製
紙
原
料
と
な
る
木
材
チ
ッ
プ
の
供
給

要
請
が
あ
り
、
製
材
業
者
と
し
て
も
、

作
業
工
程
か
ら
派
生
す
る
未
利
用
木
材

の
有
効
利
用
を
図
り
た
い
と
す
る
組
合

員
の
思
惑
が
一
致
し
昭
和
二
九
年
一
〇

月
一
日
旧
静
岡
市
内
の
製
材
業
を
営
む

派
生
す
る
未
利
用
木
材
を
受
け
入
れ
組

合
工
場
で
製
紙
用
、
ボ
ー
ド
用
の
原
料

チ
ッ
プ
に
加
工
し
富
士
・
島
田
市
内
の

製
紙
工
場
へ
納
め
て
い
る
。

平
成
二
〇
年
度
実
績
、
生
産
量
で
対

前
年
度
比
一
〇
四
％
増
の
一
万
八
六
九

ト
ン
、
売
上
高
で
一
〇
九
％
増
の
一
億

七
九
一
三
万
円
を
計
上
。

そ
の
背
景
に
は
、
新
築
住
宅
着
工
件

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
て
も
、
林
業
を
兼
業
と
す
る
組

合
員
か
ら
森
林
整
備
に
よ
る
間
伐
材
を

予
想
外
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

他
方
、
製
紙
会
社
へ
安
定
的
に
原
料

を
供
給
で
き
た
こ
と
は
、
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
信
頼
関
係
の
維
持
強
化

に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

オ
ガ
ラ
イ
ト
（
人
工
薪
）
は
、
主
に

お
風
呂
の
湯
沸
し
燃
料
と
し
て
使
わ
れ

る
。
東
海
道
筋
で
唯
一
の
生
産
工
場
で

も
あ
る
。

現
在
燃
料
と
し
て
は
、
電
気
、
ガ
ス
、

石
油
が
主
流
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
木

質
燃
料
に

こ
だ
わ
り

を
も
っ
て
入

浴
を
楽
し
む
消
費
者
が
い
る
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
、
お
湯
に
触
れ
る
湯
加

減
が
肌
を
刺
す
よ
う
な
熱
さ
で
な
く
、

や
わ
ら
か
な
感
触
と
な
る
こ
と
。
入
浴

“

”

組
合
設
立
経
緯

木
材
チ
ッ
プ
生
産
事
業

オ
ガ
ラ
イ
ト
生
産
事
業

住　所 〒421-1221
静岡市葵区牧ケ谷2310

理事長 望月信幸
組合員 19社
設　立 昭和29年10月1日
T E L 054-278-9694
F A X 054-278-9698

▼杉山工場長と望月理事長（右）
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注
文
は
あ
り
、
そ
の
需
要
に
応
え
る
こ

と
が
、
組
合
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
。

本
事
業
は
、
主
に
再
利
用
し
に
く
い

バ
ー
ク
（
樹
皮
）
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
か
ら
蒸
気
を
発
生
さ
せ
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
自
家
発
電
す
る
事
業
で
あ
る
。

組
合
工
場
の
動
力
と
し
て
、
現
行
消

費
電
力
の
約
四
五
％
を
供
給
し
て
い
る

と
い
う
。

な
お
、
こ
の
施
設
に
は
、
毎
年
行

政
・
大
学
等
か
ら
視
察
申
込
が
あ
り
、

平
成
二
〇
年
度
は
一
五
団
体
一
〇
四
名

が
県
内
外
か
ら
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
の
高
校
生
も
組
合
事
業

を
研
修
対
象
と
し
て
大
勢
訪
れ
た
。

そ
の
際
、
杉
山
工
場
長
は
慣
れ
な
い

パ
ソ
コ
ン
で
資
料
を
作
成
し
た
が
、
木

質
系
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
こ
だ
わ
り

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
木
材
産
業
と
社

会
と
の
共
生
」
が
、
簡
潔
に
的
確
に
ま

と
め
て
あ
っ
た
。

後
、
湯
冷
め
し
に
く
い
こ
と
。
お
湯
が

冷
め
に
く
い
こ
と
を
も
っ
て
「
風
呂
は
、

こ
れ
が
一
番
！
」
と
強
い
こ
だ
わ
り
者

の
真
髄
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
。

組
合
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費

者
に
、
ま
た
木
材
資
源
の
有
効
活
用
と

し
て
今
後
も
生
産
を
継
続
す
る
と
い
う
。

セ
ル
シ
ン
は
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
に
使

用
す
る
乾
燥
オ
ガ
く
ず
（
菌
床
）
で
、

バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
排
泄
物
を
分
解
し
て

無
臭
化
し
堆
肥
と
し
て
活
用
で
き
る
の

で
、
正
に
循
環
型
社
会
が
目
指
す
推
奨

製
品
で
あ
る
と
杉
山
工
場
長
は
熱
く
語

っ
た
。

し
か
し
、
都
市
部
で
は
下
水
道
が
整

備
さ
れ
、
田
舎
で
も
合
併
浄
化
槽
が
普

及
し
苦
戦
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

組合活性化情報

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

セ
ル
シ
ン
生
産
事
業

▼オガライト燃料

s
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
タ
ー
ビ
ン
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読者プラザ 

今後経営者として様々な経験をしていくうちに

変って行くとは思うのですが、今の私がこれだ！

と思うものは「検証してくれる人達」です。

それはお客様や従業員、友人でもあり、特に貴

重なのが事業に情熱を注ぐ経営者仲間達です。

実は今年7月に当社の新事業について記者発表

を行なった折、資料作成時に様々な方から助言を

頂き、それに基づいて修正した資料で臨んだとこ

ろ、日本経済新聞や静岡新聞をはじめとする新聞

五紙への掲載と、ラジオへの生出演等、目を見張

る成果を上げる事ができました。

もちろん、掲載して頂くための勉強も忘れなか

ったのですが、それだけでは机上の空論です。

多くの人の手による検証を経て、結果を真摯に

受け止め、修正を行なってこそ、血の通った計画

が立てられるのだと感じていますし、そういった

得難い人達が居る事に、私は感謝しています。

ビジネスで
最も大切な事は？

静岡県西部青年中央会

副会長舩越貴久

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
9月号（通巻670号）

新設組合紹介 

島田市北部に位置する笹間地区は、豊かな自然

環境、伝承される笹間神楽、昔ながらの田舎の暮

らしや文化など、多くの地域資源を抱える地域で

ある。その笹間地区で廃校になった小学校を改築

して、この4月にオープンしたのが島田市山村都

市交流センター“ささま”。

当組合は、“ささま”の運営管理を担うため、地

域活性化を目的に活動してきた任意組織（“ささま

水土里学舎くれば”）を発展的解消し、地域の有志

25人とNPO法人により設立した。組合名の“く

れば”は「来てみないか」を意味する。

組合では、“ささま”の管理運営を通じた竹細工

づくりや鮎つかみ取り、蕎麦打ち体験、ホタル観

賞会などの農林業体験や島田市笹間農村公園の管

理受託、鮎や山芋、椎茸、山菜など農林産物の加

工販売など、地域資源を最大限に活用した事業を

展開。地域への波及効果を高め、地域に活力を生

み出していく考えだ。

山村都市交流センター“ささま”の
管理運営を軸に地域の活性化めざす
企業組合くれば

島田市

根岸 久理事長

長野県上田市を起点に浜松市に至る総延長

250kmの国道152号線。かつて遠州灘や三河

湾の海の幸を信州へ、信州の山の幸を太平洋側

へと運ぶ“塩の道”として、多くのヒトやモノ

が往来した古の物流ルートだ。

その152号線を先月、車で“縦断”した。

すれ違い困難な箇所が延々と数十キロにわた

り山岳地帯を縫う。静岡、長野県境の青崩峠な

ど2ヵ所は、道路狭小や崩落などから通行が不

能で、地図上は道路が途切れて、ない（！）。

今月号のクローズアップインタビューでお話

を伺った（企）ウエルネスプランニングの三宅理

事長は、この152号線が貫く三遠南信（東三河、

遠州、南信州）地域の交流や連携を草の根で支

えるNPOの理事も務める。

「知れば知るほど惹かれるのがこの地域」と三

宅理事長。早く通り抜けたい、と一気に駆け下

りたことを後悔した。 （住川）
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